
留意事項

・必履修科目の単位修得後に、その他の科目を登録できます。
・グレードの異なる同一名の講座を同時受講することはできません。
・旧課程生で、必履修科目（国語総合）を履修している場合には、講座名の異なる新課程講座を重ねて受
講することができます。
　（例）国語総合（４単位修得済み）→論理国語（標準）を受講可

①教科名　国語

教科学習の目的・ねらい

　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力
を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

現代の国語　標準 2 〇

言語文化　標準 2 〇

論理国語　標準 2 現代の国語及び言語文化（基礎または標準）を修得していること。

論理国語　応用 2 論理国語（標準）を修得していること。

文学国語　標準 2 現代の国語及び言語文化（基礎または標準）を修得していること。

文学国語　応用 2 文学国語（標準）を修得していること。

国語表現　標準 2 現代の国語及び言語文化（基礎または標準）を修得していること。

国語表現　応用 2 国語表現（標準）を修得していること。

古典探究　標準 2 現代の国語及び言語文化（基礎または標準）を修得していること。

古典探究　応用 2 古典探究（標準）を修得していること。

２　令和６年度　各教科科目一覧

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・「○○総合」の単位修得後に「○○探究（標準）」の講座を受講することができます。
・旧課程生は、新課程生と同じルールで、新課程の講座を受講することができます。
　（例）地理総合（単位修得後）→地理探究（標準）を受講可

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄

教養地理歴史　標準 2

教養地理歴史　発展 2 教養地理歴史（標準）を修得していることが望ましい。

世界史探究　標準 4 歴史総合を修得していること。

世界史探究　発展 2 世界史探究（標準）を修得していること。

日本史探究　標準 4 歴史総合を修得していること。

日本史探究　発展 2 日本史探究（標準）を修得していること。

地理探究　発展 2 地理探究（標準）を修得していること。

歴史総合　 2 〇

地理総合　 2 〇

地理探究　標準 4 地理総合を修得していること。

②教科名　地理歴史

教科学習の目的・ねらい

　社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グロー
バル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし
ての資質・能力を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序
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留意事項

・「公共」の単位修得後に「倫理（標準）」及び「政経（標準）」を受講することができます。

③教科名　公民

教科学習の目的・ねらい

　社会的な見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立
ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な
公民としての資質・能力を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

公共　基礎 2 〇

倫理　標準 2 公共を修得していること。

政治・経済　標準 2 公共を修得していること。

政治・経済　応用 2 政治・経済（標準）を修得していること。

教養公民　標準 2

教養公民　発展 2 教養公民（標準）を修得していることが望ましい。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・科目名にⅠ・Ⅱ・Ⅲとついているものは、この順に履修します。
　（例）「数学Ⅱ基礎」履修後に「数学Ⅰ標準」の履修は不可。
・原則同時受講の講座があります。シラバス詳細で確認してください。

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指
す。

④教科名　数学

教科学習の目的・ねらい

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

数学Ⅰ　基礎 4 〇

数学Ⅰ　標準 4 〇 数学A（標準）を同時受講すること。

数学Ⅱ　基礎 4 数学Ⅰ（基礎または標準）を修得していること。

数学Ⅱ　標準 4 数学Ⅰ（標準）、数学A（標準）を修得していること。数学B（標準）と同時受講すること。

数学Ⅱ　応用 2 数学Ⅱ（標準）を修得していること。数学A（応用）及び数学B（応用）との同時受講が望ましい。

数学Ⅲ　発展 4 数学Ⅱ（標準）、数学B（標準）を修得していること。数学Ⅲ（応用）と同時受講すること。

数学Ⅲ　応用 2 数学Ⅱ（標準）、数学B（標準）を修得していること。数学Ⅲ（発展）と同時受講すること。

数学A　標準 2

数学A　応用 2 数学Ⅰ（標準）、数学A（標準）を修得していること。

教養数学　標準 2

数学B　標準 2 数学Ⅰ（標準）、数学A（標準）を修得していること。数学Ⅱ（標準）と同時受講すること。

数学B　応用 2 数学B（標準）を修得していること。

数学C　標準 2 数学A（標準）を修得していることが望ましい。

数学C　応用 2 数学C（標準）と同時受講または修得後に受講すること。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄

教養数学　発展 2 教養数学（標準）を修得していることが望ましい。
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留意事項

・必履修科目の履修方法
　「科学と人間生活（基礎）」かつ「○○基礎（基礎）」のうち１科目
　または「○○基礎（基礎）」３科目
・「○○基礎（基礎）」の単位取得後、「○○（発展）」を受講することができます。
・応用講座は、卒年で受講してください。

⑤教科名　理科

教科学習の目的・ねらい

　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通し
て，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

科学と人間生活 2 △ 「科学と人間生活と○○基礎（標準）１科目」または「○○基礎（標準）３科目」を受講すること。（必履修）

物理基礎　標準 2 △ 「科学と人間生活と○○基礎（標準）１科目」または「○○基礎（標準）３科目」を受講すること。（必履修）

物理基礎　応用 2 物理基礎（標準）を修得していること。

物理　応用 2 物理（発展）と同時受講または修得後に受講すること。

物理　発展 4 物理基礎（標準）を修得していること。

化学基礎　標準 2 △ 「科学と人間生活と○○基礎（標準）１科目」または「○○基礎（標準）３科目」を受講すること。（必履修）

化学基礎　応用 2 化学基礎（標準）を修得していること。

化学　発展 4 化学基礎（標準）を修得していること。

化学　応用 2 化学（発展）と同時受講または修得後に受講すること。

生物基礎　標準 2 △ 「科学と人間生活と○○基礎（標準）１科目」または「○○基礎（標準）３科目」を受講すること。（必履修）

生物基礎　応用 2 生物基礎（標準）を修得していること。

生物　発展 4 生物基礎（標準）を修得していること。

生物　応用 2 生物（発展）と同時受講または修得後に受講すること。

教養理科　発展 2 教養理科（標準）を修得していることが望ましい。

教養理科　標準 2

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。
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留意事項

・体育を９単位以上取ることはできません。
・「体育（スポーツⅡ含む）」は同一日に１回、週に２回までです。
　※必履修科目の関係上、週に３回体育をとる必要がある場合は相談すること。
・「スポーツⅡ」は「体育」を６単位以上修得していることが条件です。

⑥教科名　保健体育

教科学習の目的・ねらい

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，
心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための
資質・能力を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

保健　 2 〇 原則２年目までに受講すること。

体育A 2 〇 体育Aは必ず受講すること。体育で７～８単位受講すること。（必履修）

体育B　標準 2 △ 体育で７～８単位受講すること。（必履修）

体育C　標準 2 △ 体育で７～８単位受講すること。（必履修）

体育D　標準 2 △ 体育で７～８単位受講すること。（必履修）

体育E　標準 2 △ 体育で７～８単位受講すること。（必履修）

体育F　発展 2 △ 体育で７～８単位受講すること。（必履修）

体育G　発展 2 △ 体育で７～８単位受講すること。（必履修）

スポーツⅡ 2 体育を６単位以上修得していること。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・科目名にⅠ・Ⅱ・Ⅲとついているものは、この順に履修します。
　（例）「英語コミュニケーションⅡ基礎」履修後に「英語コミュニケーションⅠ標準」の履修は不可。
・旧課程生は、必履修科目（コミュニケーション英語Ⅰ）の単位修得後は、講座名の異なる新課程講座を重
ねて受講することができます。
　（例）コミュニケーション英語Ⅰ（４単位修得済み）→英語コミュニケーションⅡを受講可

⑦教科名　外国語

教科学習の目的・ねらい

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこ
と，書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解
したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

英語コミュニケーションⅠ　基礎 4 〇

英語コミュニケーションⅠ　標準 4 〇

英語コミュニケーションⅡ　基礎 4 英語コミュニケーションⅠ（基礎または標準）を修得していること。

英語コミュニケーションⅡ　標準 4 英語コミュニケーションⅠ（標準）を修得していること。

英語コミュニケーションⅢ　標準 2 英語コミュニケーションⅡ（標準）を修得していること。

英語コミュニケーションⅡ　応用 2 英語コミュニケーションⅠ（標準）を修得していること。

英語コミュニケーションⅢ　発展 4 英語コミュニケーションⅡ（標準）を修得していること。

英語コミュニケーションⅢ　応用 2 英語コミュニケーションⅡ（標準）を修得していること。

論理・表現Ⅰ　標準 2 英語コミュニケーションⅠ（標準）との同時受講が望ましい。

論理・表現Ⅱ　標準 2 論理・表現Ⅰを修得していること。

論理・表現Ⅱ　発展 2 論理・表現Ⅰを修得していること。

論理・表現Ⅲ　発展 2 論理・表現Ⅱ（標準または発展）を修得していること。

論理・表現Ⅲ　応用 2 論理・表現Ⅱ（標準または発展）を修得していること。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄

どちらか一方のみ
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留意事項

・必履修科目（Ⅰ）の履修を終えて、次年度からその上位科目（Ⅱ）を受講することができます。
・教材費がかかります。

⑧教科名　芸術

教科学習の目的・ねらい

　芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化
と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

音楽Ⅰ 2 △ 音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰの中から１科目履修すること。（必履修）

音楽Ⅱ 2 音楽Ⅰを修得していること。

美術Ⅰ 2 △ 音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰの中から１科目履修すること。（必履修）

美術Ⅱ 2 美術Ⅰを修得していること。

書道Ⅰ 2 △ 音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰの中から１科目履修すること。（必履修）

書道Ⅱ 2 書道Ⅰを修得していること。

書道Ⅲ 2 書道Ⅱを修得していること。

生活の中の書　標準 2

生活の中の書　発展 2 生活の中の書（標準）を修得していることが望ましい。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・家庭基礎は、原則１７歳になる年までに履修を終えること。
・「家庭基礎」の単位修得後、上位科目を受講できます。
・「フードデザイン」及び「ファッション造形基礎」は、標準→発展の順に受講してください。
・実習費が必要です。

⑨教科名　家庭

教科学習の目的・ねらい

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，より
よい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成するこ
とを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

家庭基礎 2 〇 原則２年目までに受講すること。

ファッション造形基礎　標準 2 家庭基礎を修得していること。

ファッション造形基礎　発展 2 家庭基礎を修得していること。ファッション造形基礎（標準）を履修していることが望ましい。

フードデザイン　標準 2 家庭基礎を修得していること。

フードデザイン　発展 2 家庭基礎を修得していること。フードデザイン（標準）を履修していることが望ましい。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・パソコンの実習を伴う科目は「情報Ⅰ（基礎）」の単位修得後に受講してください。
・「簿記（標準）」の単位修得後に、「財務会計Ⅰ」及び「原価計算」を受講できます。

⑩教科名　情報・商業

教科学習の目的・ねらい

情報
　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を
通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画
するための資質・能力を育成することを目指す。
商業
　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域
産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指
す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

情報Ⅰ 2 〇

情報Ⅱ 2 情報Ⅰを修得していること。

ビジネス基礎 2

ビジネスコミュニケーション 2

マーケティング 2 情報Ⅰを履修していることが望ましい。

簿記 4

原価計算Ⅰ 4 簿記を履修していること。

財務会計Ⅰ 4 簿記を履修していること。

情報処理 2 情報Ⅰを履修していることが望ましい。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・実習を伴います。

⑪教科名　看護

教科学習の目的・ねらい

　看護の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，看護を通じ，地域や社
会の保健・医療・福祉を支え，人々の健康の保持増進に寄与する職業人として必要な資質・能力を育成する
ことを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

基礎看護　基礎 2

基礎看護　標準 2 基礎看護（基礎）を履修していることが望ましい。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・「働くことについて考える」及び「アカデミックスキル」ともに、数回、外部講師を招いての講義があります。
・ディスカッションやディベート、プレゼンテーション資料作成及び発表があります。
・レポート提出及び発表をしない場合は、単位修得ができません。

⑫教科名　接続

教科学習の目的・ねらい

　これまでに身に付けた知識と自らの経験を基に自分自身を振り返るとともに、卒業後の多様な進路につい
て知ることで、今の自分に必要とされる知識及び技能を明らかにし、卒業後も自らの進路先で主体的に学
問に励むことのできる資質・能力と態度を育成する。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

働くことについて考える 2

アカデミック・スキル 2

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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留意事項

・「総合的な探究の時間」３～６単位
・それぞれの部ごとに設定された時間帯で受講してください。
・卒年の生徒で、「総探」の単位数が足りない場合は、必ず「講座総探」を受講してください。
・「講座総探」は卒年の生徒のみが受講できます。（後期の転編入生は要相談）

⑬教科名　総合的な探究の時間

教科学習の目的・ねらい

　探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在り方生き方を考えなが
ら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成することを目指す。

受講条件・順序に関するルール

科目名 単位数 必履修 受講条件・順序

講座総探a 1 原則、卒年で受講すること。

講座総探b 1 原則、卒年で受講すること。

※　令和３年度以前入学生は、教育課程が異なります。

※　必履修科目→〇　　選択必履修科目→△（受講条件・順序を確認）　　選択科目→空欄
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